
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※登録年月日

※変更登録年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

技術 工法 製品 材料 その他

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要（アブストラクト）※検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

公共工事の品質確保・向上

概要説明書

区　分

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

分　野

18D2014

2006.11.27

2010.3.31

平成12年8月

技術名称

商標名等

バックホウをつかった木質チップ吹付け工法

ミノワグリーン工法

会社名

コスト縮減・生産性の向上

安全・安心

現場発生植物材,現場発生表土、チップ、緑化、風化浸食防止

㈱蓑和土建、グリーン産業㈱、コーエイ㈱、ﾏﾙﾏﾃｸﾆｶ㈱

リサイクル

環境

景観

担当部署

担当者

住　所

②従来はどのような技術で対応していたか？
　従来、モルタルガンでチップ粉砕形状20mm以下にして吹付ていた。また、現場発生表土は植物根が
多く吹付ができなかった。

①何について何をする技術か？
　現場で発生する木質材（枝葉、幹、根など）を粉砕したチップをのり面や裸地などに散布し、風化浸食
防止や緑化する技術。　緑化では散布するチップに現場発生表土や下水汚泥起原肥料、バーク等を混
ぜ、郷土種の発芽生育図ることができる。

942-0321　新潟県上越市浦川原区熊沢1201

025-599-2557

025-599-3381

Tel

Fax

伐採木､根及び現場発生植物の破砕チップや現場発生表土をバックホウのアタッチメントで平地及び法
面に吹付け、風化侵食防止及び雑草抑止又は種子混入し緑化する自然環境に配慮した工法です。

③公共工事のどこに適用できるか？
　道路のり面、砂防工事等における裸地、森林整備における雑草抑制、公園の裸地

tutomu@abelia.ocn.ne.jpE-mail

ホームページＵＲＬ

問合せ先

㈱蓑和土建

蓑和　勤

mailto:tutomu@abelia.ocn.ne.jp


様式２

概要説明書（その２）

※登録№

新技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

新規性及び期待される効果

適用条件

適用範囲

留意事項

①適用可能な範囲
　のり面勾配：　ラス金網（無）　勾配1:1.0より緩いのり面、ラス金網（有）　勾配1:0.8より緩いのり面。

②特に効果の高い適用範囲
　のり切り工を逆巻工で施工するとき。

③適用できない範囲
　標準施工では７ｍ以上ののり面上部。

④関係法令等

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）
　撒きたて機（従来は吹付機）をバックホウのアタッチメントとして開発し、撒きたて（従来は吹付）工を機
械化した。また、撒きたて機は、生育基盤材を現場配合するとき混合攪拌機として利用できる。（多機能
化）
②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）
　外来草本にたよらない緑化工が可能。郷土種の生育を図ることができ、郷土環境を守るころができ
る。
　従来の吹付工は省人化や省力化が進まなかったが、当該技術で省人化、省力化が図れる。

①自然条件
　冬季の降雪期を除いた季節に適用できる。

②現場条件
　のり長　7mまで（ロングアーム装着で15m）

技術名称 バックホウをつかった木質チップ吹付け工法 18D2014

　環境保全という観点から、のり面緑化用植物として使われてきた外来草本類が規制の対象になりつ
つある中で、郷土種の利用を図らなければならなくなってきている。郷土種子が埋土している表土は植
物根等が多くモルタル吹付機では施工できなかった。当該技術はこの表土を有効利用できる。また、従
来の吹付工に比べ、施工性、経済性に優れ、コスト縮減、生産性の向上、省人力化が図れる。

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元
　のり面保護工の各種基準

④その他
　緑化を目的とする場合、チップに混合する添加物は下水汚泥起原堆肥（商品名グリーンドレッシング）
とし、下水汚泥の再利用を図る。

①設計時
　＜基盤材の運搬方法及び運搬費＞
　フレコンパックにして運搬かチップのまま運搬かで使用車種を変更する。また、運搬距離が長いとき
（500m以上）は基盤材の運搬費を計上する。
②施工時
　基盤材の流失防止用に施工するラス金網等は基盤材の上から施工した方が良い場合がある。

③維持管理時
　風化浸食防止を目的としてチップのみを施工した場合、チップの施工厚さで効果が違う。この場合、
標準施工厚さはT=10cm以上とする。

③技術提供可能地域
　県内各地



様式２

概要説明書（その３）

※登録№

活用の効果

向上 ( 11 %） 同程度 低下 ( %）

短縮 ( 20 %） 同程度 増加 ( %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

活用の効果の根拠

●新技術の内訳

●従来技術の内訳 （市場単価の分解）

2,585

摘　　　要

植生基材吹付工 t=5cm 1 m
2 3,950 3,950

292 292

項目 仕様 数量 単位
単価
(円)

金額
(円)

609

基準数量： m2 あたり

2,305

あたりm2基準数量：

14 労務費の5%

1390 1,390 協会歩掛

m
2

機械費 1 m
2

諸雑費

摘　　　要

609 協会歩掛

材料費 1 m
2

労務費 1

項　　目 仕　　様 数量

2,585円

5日

単位
単価
(円)

金額
(円)

89

80

経済性

工　　程

2,305円

4日

従来技術（B) 変化値A/B（％）

基準数量

新技術（A）

1,000 単位

技術名称 バックホウをつかった木質チップ吹付け工法

品　質

18D2014

m
2

比較の根拠活用の効果

施工単価比較

比較する従来技術 植生基材吹付工（t=5cm、ラス張工を除く）

項目

経済性

工　程 実施工比較

実施工比較

表土利用により

安全性

施工性

周辺環境への影響

機械化により

実施工比較

協会歩掛

ラス張工 菱形金網 1 m
2 1,365 -1,365



様式２

概要説明書（その４）

※登録№

施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

材料

労務 土木一般世話役

のり面工

普通作業員

機械 撒きたて機

バックホウ

バックホウ

特装ダンプトラック

諸雑費

工事費合計金額

単位当り金額

施工方法

残された課題と今後の開発計画

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

粉
砕
工

混
合
撹
拌
工

運
搬
工

撒
布
工

技術名称 バックホウをつかった木質チップ吹付け工法

0.8

0.4

0.4

0.4

18D2014

①課題
　種子の混合散布量が多くなる。

　撒きたて機の重量が800kg～1,000kgであり使用バックホウが0.4m
3
クラス以上になる。

工種・種別・名称 規　格 数　量 単位 単　価 金　額

0.4

0.8

②計画
　撒きたて機の小型化、軽量化

番　　号

特許第3666802号

44件

国4件、市町村3件

3件

　新潟県の公共事業

　他の公共機関

　民間等

他の機関による
評価・証明

証明機関

制度名

番号

登録第3080989号

　特　許

　実用新案

摘要

粉砕チップ 6.5 m
3 21,390 139,035

0.4

1

人

人

人

日

日

日

日

式

17,200

15,300

12,600

32,600

50,658

37,392

31,511

29,200

6,880

12,240

10,080

13,040

20,263

14,956

12,604

1,460

100 m
2 230,558

1 m
2 2,305

6ｔ

労務費の5%

MKG-10

0.8m
3

0.5m
3



様式２

概要説明書（その５）

※登録№

概要図、写真等

技術名称 バックホウをつかった木質チップ吹付け工法 18D2014

大型木質系破砕機（タブグラインダー）によるチップ化状況

運搬及び施工状況

撒布状況

ダンプトラックによる運搬 不整地運搬車による運搬

ﾊﾞｰﾐﾔ製 TG400

撒きだし機（ｸﾞﾘｰﾝﾌｧｲﾀｰ）による施工状況

ﾛﾝｸﾞｱｰﾑﾊﾞｯｸﾎｳによる施工状況

内向き撒布状況



様式２

概要説明書（その６）

※登録№

施工実績一覧

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績

新潟県

新潟県

新潟県

国土交通省

平成13年11月

平成14年12月

平成12年11月

新潟県 小千谷土木事務所 平成13年9月

新潟県 安塚土木事務所

新潟県 三面川開発事務所

新潟県 三条地域振興局 平成17年11月 大谷ダム異状堆砂搬出災害復旧工事

新発田土木事務所 平成14年12月

253号国道交通連携（改築）工事

湯沢河川等関連・通常砂防工事

小阿賀野川河川災害復旧等関連（一般）築堤工事

広神ダム本体建設工事

新潟林業事務所

新潟県 上越土木事務所

細入地区災害関連緊急地すべり（治水）工事

平成16年 7月

新潟県 小出地域振興局 平成16年 7月

平成15年12月

安塚土木事務所

技術名称 バックホウをつかった木質チップ吹付け工法

区分 発注者 地域機関名

新潟県 新潟土木事務所

長岡国道工事事
務所

平成17年11月 国道流路工その２工事

施工時期

平成15年 5月

ふるさと林道五頭山麓南線笹神工区

奥三面ダム本体工事（堆肥化チップ散布工）

253号（三和安塚道路）一般国道改築工事

大原木津線地方特定道路整備工事

18D2014

工　事　名
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概要説明書（その7）

※登録№

大滝　幹衛コーエィ(株) 上越営業所

戸田　東一

グリーン産業(株) 上越支店 井部与志男

武田　哲夫

(株)戸田組

環境テクノ(有)

蓑和　勤 上越市浦川原区熊沢1201 025-599-2557

上越市大字西田中42-8 025-526-3303

企業名 担当部署

(株)蓑和土建
代
表

代
表
以
外

Ｅ－mail

新技術提供企業

バックホウをつかった木質チップ吹付け工法 18D2014

住所 ＴＥＬ ＦＡＸ

技術名称

担当者区分

tutomu@abelia.ocn
.ne.jp

025-526-3305 ibe@green-s.co.jp

0256-45-7051
k.techno@circus.o
cn.ne.jp

info@todagumi.co.j
p

025-599-3381

025-792-0463

kr-ie@koei-corp.jp
025-544-5897

三条市猪子場新田298 0256-45-7050

魚沼市葎沢204-8 025-792-0417

上越市石橋523 025-543-7105

mailto:tutomu@abelia.ocn
mailto:ibe@green-s.co.jp
mailto:k.techno@circus.o
mailto:info@todagumi.co.j
mailto:kr-ie@koei-corp.jp

